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昆虫細胞培養用培地 

PSFM-J1培地ワコー, 液体 
本製品はSf9細胞、H5(High Five)細胞培養用の無血清培地です。 
また、Sf21細胞を用いたタンパク質発現でも実施例があります。 
培養時に血清を必要としないため、血清使用時のリスクであるロット間の
生物活性の変動やウイルス汚染の心配がありません。 
また、H5細胞培養においてL-グルタミンなどの添加物は必要ありません。 

特長 

血清を使用しないのでロット間差が少ない 
 

3種の細胞(Sf9、Sf21、H5)でタンパク質発現良好 
 

L-グルタミンなどの添加剤不要 

実施例①：Sf9細胞 

製品コード 製品名 規格 容量 価格 

160-25851 PSFM-J1培地ワコー, 液体 細胞培養用 1L 7,300円 
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継代数 

      M:分子量マーカー 
レーン1:PSFM-J1培地ワコー 

レーン2:他社培地A 

         :目的タンパク質 

          

 

   :PSFM-J1培地ワコー 

   :他社培地A 

   :馴化期間 

実験条件 
サンプルアプライ量：20μL/レーン 
SDS-PAGE:スーパーセップTMエース、10-20% 
         (コードNo.191-15031) 
SDS-PAGE通電:200V(定電圧)、60分間 
ブロッティング膜:PVDF膜 
抗体:抗His tag抗体 
検出:化学発光 

細胞増殖性 生細胞率 

タンパク質発現 
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実施例②：Sf21細胞 

実施例③：H5細胞 

培地切り替え時のご注意 
①現在の培地から切り替える際は培地の馴化を行ってください。 
 例)本品を現在の培地に対して10％⇒30％⇒50％⇒70％⇒90％⇒100％のように徐々に比率を上げて、ご使用ください。 
②H5細胞をご利用の際、L-グルタミンの添加は必要ありません。 

レーン1：他社培地A(ウイルス感染なし) 
レーン2：他社培地A(ウイルス感染あり) 
レーン3：PSFM-J1培地ワコー(ウイルス感染なし) 
レーン4：PSFM-J1培地ワコー(ウイルス感染あり) 
M:分子量マーカー 
  ：目的タンパク質 
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継代数 

      :PSFM-J1培地ワコー 
      :PSFM-J1培地ワコー+L-グルタミン 
      :他社培地B+L-グルタミン 
      :馴化期間 

細胞増殖性 生細胞率 

M:分子量マーカー 
レーン1:PSFM-J1培地ワコー 

レーン2:PSFM-J1培地ワコー+L-グルタミン 
レーン3:他社培地B +L-グルタミン 
         :目的タンパク質         

実験条件 
サンプルアプライ量：20μL/レーン 
SDS-PAGE:スーパーセップTMエース、10-20% 
         (コードNo.191-15031) 
SDS-PAGE通電:200V(定電圧)、60分間 
ブロッティング膜:PVDF膜 
抗体:抗His tag抗体 
検出:化学発光 

20Y00培01 

タンパク質発現 

タンパク質発現 

実験条件 
・サンプルアプライ量：15μL/レーン 
・SDS-PAGE：5-20%グラジエントゲル 
・SDS-PAGE通電：200V(定電圧)、50分間 
 
※名古屋大学五島研究室データ提供 


